
執筆動機

私達が所属するゼミでは、大学三年次

に懸賞論文に応募することが慣習となって

います。片山ゼミは始まってからまだ 5年

しか経っていませんが、歴代の先輩方は

殆ど毎年賞を獲得しています。入賞常連ゼ

ミとして知られる一方で、いまだに第一席

を獲得したことがなかったので、何とか第

一席を獲得し、ゼミの歴史を塗り替えたい

という意気込みで取り掛かりました。

論文の内容

生まれ月が異なることにより生じる様々

な影響のことを、相対年齢効果と呼びま

す。例えば、日本のプロ野球では、4月生

まれの選手が3月生まれの選手の約2倍も

多く存在します。他にも学力、犯罪率、

自殺率など幅広い分野で生まれ月による

違いがあります。これまで多くの国々で、

この効果の存在が確認されています。し

かし、その効果が生まれるメカニズムに

迫る研究は殆ど行われていませんでした。

そこで、そのメカニズムの一端を明らか

にするため、生まれ月が小中学生の学習・

運動習慣に与える影響を測定しました。

執筆に当たってのエピソード

私たちの研究では、中学校に入学する

前までは、むしろ早生まれの子の方がより

運動をしているという、一見これまでの研

究と大きく矛盾する結果が出ました。しか

し、指導教授である片山先生の娘さんが

早生まれで、同学年の友だちと比べて、や

はりスポーツのパフォーマンスが劣ってい

たことから、その差を埋めるべく日 ト々レ

ーニングに励んでいるという話を聞き、こ

れが整合的な結果であると気付きました。

後輩の皆さんへのメッセージ

皆さん、早稲田大学商学部にご入学お

めでとうございます！ でもちょっと待って

下さい。あなた方が大学受験で成功を収

めたのは、単に他の受験生よりも、より

多くの努力をしたからでしょうか？ 4月生

まれの皆さん、あなた方は3月生まれの人

達よりも約12ヶ月も多く勉強時間のアドバ

ンテージを持っています。これは言ってみ

れば現役生と浪人生の違いと同じです！ 

さて、早稲田大学商学部の合格者の生ま

れ月分布はどんな形をしているでしょうか？

生まれ月が小中学生の学習・運動習慣に与える影響第 一 席

『戸籍制度改革を更に進める国務院の意見』が中国農民工に与える影響に関する考察佳 作

執筆動機

尹景春ゼミでは、例年早稲田商学懸賞

論文に応募しているということで、今回

応募する運びとなりました。応募するから

には入賞しようという意気込みの下、ゼ

ミ生7人で頑張って書きました。

論文の内容

中国には都市と農村で異なる戸籍制度

が存在し、その制度により都市住民と農

村住民には様々な格差が生じており、例

年、中国政府は格差縮小に向けて様々な

対策を講じています。そして、2014年に戸

籍制度改革の一環として「戸籍制度改革を

更に進める国務院の意見」を発表し、戸

籍の統一という明確な目標を宣言しまし

た。本論文では、この緩和策で最も恩恵

を受けると考えられる農民工に焦点を当

て、どんな影響があるのかを考察しました。

執筆にあたってのエピソード

尹ゼミはプロゼミなのですが、ゼミ生

全員が一年だったため論文作成は難航し

ました。最初に立てた主題の範囲変更や、

構成の大幅な変更など何度も修正を繰り

返しました。また、夏季休暇から主題に

関する論文を何本も読みましたが、作成

し始めるとまだまだ情報不足であり、結

果として論文完成まで情報を集め続ける

ことになりました。様々な場面で経験不

足を痛感しましたが、尹先生からの助言

もあっての入賞なので、誌上を借りて尹先

生への感謝を申し上げます。

後輩の皆さんへのメッセージ

自分達はまだ1年生でしたが、論文作

成を通してとても濃い半年間を過ごしまし

た。自主的に調べ、考察し、それを形に

するというのはとても良い経験です。そ

の上、懸賞論文という場は教授陣からの

講評を頂けるため、自分達の論文の良い

点と不足な点をしっかり把握し、次へと繋

げることも出来ます。今回他の受賞者の

方々の多くは4年生でしたが、是非1・2年

生であっても懸賞論文という機会を活用

してもらいたいです。

■片山 東ゼミ　グループ5名
小松 良之、小澤 淳、窪田 慶之、
黒島 大貴、寺島 徹

■尹景春ゼミ　グループ 7名
池田 光輝、髙橋 慧、小林 七海、
坂本 夏帆、金山 琳子、山崎 隆史、
齋藤 穂崚
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